
1999年 8 月日食、 トルコの観測地事情

松本 直弥（佐世保市）

1. はじめ に

1995年10月のインド日食に続き、西九州の天文グル ー プ（長崎県・佐賀天文協会）では、

1999年8月日食をトルコ東部で観測するツア ー を計画中である。

この日食の皆既帯の中では、治安に難のあるイラン ・ イラクを除けばトルコが最も晴天

率が高い。中でもトルコ東部のディアルバクルDiyarbakir付近は晴天率が高く、 NASA

が観測最適地として推載しているということで、我々のグル ー プのもう一人の世話人であ

る副島勉氏（佐賀市）が、早くも1996年にはディアルバ クルヘのツア ー を手配してしまっ

た。（その後、イランヘのツア ー も発表されているが、アフガニスタンとの間に紛争が起

こりそうな気配も伝えられている。）

観測地の選定やホテルの確認を行うために、 ちょうど1年前に当たる今年の8月中旬に

副島氏と共に現地調蒼を行った。 トルコ東部で見聞した状況について報告したい。

主な調査地は、我々が有力な候補地と考えているディアルバ クルDiyarbakir周辺で、そ

こからトルコ東部のその他の有力な観測地である、 バ ッツマンBatman、エラズ Elazig、

シワスSivas まで足を伸ばした。特に、①気象状況、②日食観測地、③ホテルの設備と予

約の状況、④イスタンプー ル・ アンカラからのアクセスと道路の状況、⑤治安の状況など

について留意することにした。

2. 日本からトルコ東部へ

来年の本番ではトルコ航空（関空発）の直行便を使用する予定だが、今回は少しでも安

上がりに済ますため、ソウルで乗継ぐアシアナ航空を利用した。8月10日14:30福岡を出

発、18:15 ソウル発、イスタンプー ルヘ同日深夜23:55到着（ソウル～イスタンプールの

搭乗時間は約13時間）。サマ ー タイムのため日本との時差は6時間。

イスタンプー ル空港で待っていた現地ガイドのアルカン氏は、アンカラ大学大学院で日

本語を究めた秀オ。日本語が堪能な上に、日本人以上に日本についても良く知っている。

空港近くのホテルヘ入って床に着いたのが11日01時、05時には起きて、07:45 発の飛行

機でディアルバ クルヘ向かう。右手にイスタンプー ル市街や金角湾ボスポラス海峡が良く

見える。しばらくは南の方向に雲の広がりがあったが、アンカラ上空を過ぎる頃には雲は

すっかり姿を消し、乾燥した赤い大地が眼下に広がる。所々に湖が見えるが、その中には

人工湖も多い。人工湖の大きさは世界有数で、トルコでは電力の大半はクリ ー ン ・エネル

ギ ー 水力発電でまかなっているそうである。

ユ ー フラテス川をせき止めた巨大な人工湖を見ながら飛行機は着陸態勢に人り、09:00

ディアルバ クル空港へ着陸。トルコの空港の多くは軍と共用、というより、トルコ軍の航

空基地を民間が利用しているという方が正確。飛行場では撮影などしないようにアルカン

氏に注意される。なお、ディアルバ クルとイスタンプー ル・ アンカラとはトルコ航空で1

日3便の連絡がある。
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図 ト ル コ 東部 の 皆既帯
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3. ディアルバクル周辺

の観測地

ディアルパクルはチグ

リス川の上流に位置し、

紀元前1500年には既に街

ができあがっていたとい

う古い街である。 この街

の最大の特徴は、 旧市街

を取囲む延長 5. 5kmの玄

武岩でできた暗灰色の城

壁。AD 349年にロ ー マ皇

帝コンスタンチヌスによ

って建造されたと言われ

ている。

ディアルバクルは北緯

ディアルバクルの城壁(1600年以上も前に造られた）

38゜ にあり標高670m、 日本では新潟や仙台とほぼ同緯度。 だが、 非常に暑い。 午前10時

なのに気温は35° Cにもなっている。 市内も皆既帯には入っているが、 中心線より南西へ

40kmずれているので皆既継続時間は1m20 sほど。 中心線下では2 m09 sの継続時間が得

られる。 約50 sの差は大きい。

3人で市内のレストランでケバプ（焼肉）の昼食。 勘定が約 3, 500. OOOTL 0J,J・リう） ！ 

1. 000. OOOTL = 5円なので、 邦貨に換算すると約2000円。 毎年70~80%のインフレが進行

中なので、 来年の8月は1. 000. OOOTL= 3円くらいか。 ホテルの料金などはUS$で表示さ

れている。 大卒の初任給は日本の約半額、 ホテルの宿泊料金（シングル）は$15~50とい

ったところ。 街頭にあふれている農産物（スイカ、 黄桃、 緑色の葡萄、 トマトなど）は桁

違いに安い。

11日午後、 観測地を求めてディアルパクルから東へ向かう。 いよいよ、 私と副島勉氏

（佐賀市）、 アルカン氏、 ディアルバクルで車と共に待っていた運転手ユセフ氏の4人に

よる4日間の視察旅行が始まった。 事前に現地旅行社のレポ ー トにより「ディアルバクル

から東へ56km離れた（ほぼ中心線下の）バ ー デレにあるトルコ軍の駐屯地が日食観測に最

適」という情報を得ていたので、 そのバ ー デレが第1の目的地である。

ディアルバクル市街を離れると、 畑や荒地が広がるのみでほとんど集落らしいものは見

られない。 道路は良く整備されており、 車は時速100kmを越える速度で走る。 ディアルバ

クルのほとんど次の村がバ ー デレであった。 ここまでを45分で走破。 道路に、 トルコ東部

で良く見かけた軍の検問所があり、 道脇の駐屯地がレポ ー トの言う「最適地」であった。

駐屯地の隊長氏に面会し、 コ ー ラをふるまわれる。 余談になるがトルコの人はコ ー ラが

好きである。 都会は別として、 イスラムの教えによりほとんどのレストランにはアルコ ー

ル類が置いていない（ホテルにはある）。 かわりにコ ー ラを飲む姿をよく見かけた。 乾煤

した気候に喉が乾くので、 昼食の時にビ ー ルが飲めないのは少々寂しかった。 代わりに食

事の後には必ずチャイ（紅茶）が出て来る。 小さな角砂糖をかじりながら、 独特のガラス

容器に入ったチャイを何杯も飲む。
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さて、隊長氏の話で

は、昨日も同じように

日本人が尋ねてきたと

いうことで、たいへん

驚いた。 我々は把握し

ていないが、ディアル
バ クルで日食を観測す

る別のグル ー プが存在

するということなのだ

ろう。

駐屯地自体は高いア

ンテナが立ち、上空に

電線が多数張ってあっ

て、 適当な観測地とは
- -

言い難い。使用して良 バーデレの観測候補地（飛行場の跡地）

いといわれた周囲の畑

も足場が良くない。駐屯地から約500m離れた所にある滑走路の跡地も使って良いと言う

ことなので、そちらを見に行くと、 地面も堅く視界も良いので適当と判断した。駐屯地に

近いので何かあった場合も安心だ。

この時04:30)駐屯地内の東屋の中で測定した気温は40° C。木陰も無い観測地ではさ

らに暑くなると予想され、人と機材の暑さ対策が観測のポイントになりそうである。 ただ

し、乾燥しているので、ダラダラと汗が流れる日本の蒸し暑さに比べれば、高温のわりに

はすごしやすく感じる。

ディアルバクルはイラク国境から約300km、 クルド人の住む地域にも近いが、 滞在中に

は特に身の危険を覚えることは無かった。 しかし、 東洋人はかなり珍しいのか、 どこへ行

ってもジロジロと無遠慮な視線を浴びた。副島氏と二人でホテルの近くの城壁を見物に行

った時には、 近くの子供達が何か喚きながら大勢集まり収集がつかなくなってきたので、

早々に引上げたこともあった。 いくつかの本やガイドプックには、この街の中で子供たち

に取り囲まれたり、石を投げられたと書かれてあるが、 そんなこともあるのかと納得した

次第。いずれにしても単独行動は避けた方が賢明である。

ディアルバクルには米国の観測隊などが入ると聞いていたので、ホテルには多くの予約

が入っているかと思ったが、それほどでも無い様子。 我々が予約しているnOTEL BOYOK 

KERVANSARAY (昔のキャラバンサライを改造したホテル）にも、他には予約が入っていな

かった。

4. ホテルから観測できるバッツマン

12日はディアルバクルから東へ80km離れたバッツマンヘ向かった。 バ ッツマン周辺では

石油を産出し街の中に製油所がある。 石油産業を中心として発展しつつある新しい街であ

る。皆既中心線から10kmも離れていないので2m7sの皆既時間があり、特に移動の必要

は無い。 アンカラからトルコ航空で毎日1便の連絡がある。
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ここには＊＊＊ホテルが 3 軒ある。 まず訪ねた、 街の中心部にあるHOTEL ALTINBASAK

(3軒の中では最も古く最も安い）では、 午前中に日本人が見に来たと言われ、 またまた

照いてしまった。 名刺を見せてもらったところ、 日本の企画会社の人だった。 これからツ

アー を発表するのだろう。 他の 2 軒は中心をはずれた位置に筋向かいに建っている。 築 9

月という新しいHOTEL TULUANはすでに予約で澁室だったが、 BOZOOGULLARI HOTEL (こちら

も築 2 年と比較的新しい）にはまだ予約は入っていなかった。

これらのホテルの屋上にはいずれもテラスがあって、 数十人が観測可能。 バッツマンの

暑さはディアルバ クルと同程度。 ホテルから移動せずに設測できるのは、 安全でトイレや

日陰の心配もなく非常に魅力的である。

5. エラズからシワスへ

13日はディアルバ クルからエラズを通ってシワスヘ移動した。 エラズヘは北東へ147km 

の道程。 途中の道は起伏に富んでいるが、 良く舗装されており概ね時速100km以上で 進む。

約2時間でエラズヘ到着。 皆既中心線からの距離は約20km、 街の中でも2m4sの継続時

間がある。

エラズの第一印象は、 快適ですごしやすいということである。 10:30 の気温が25°
C、

ディアルバ クルに比べると10
°

C程度も低い。 標高が1067mと高く、 ユ ーフラテス川をせ

き止めた巨大な人口湖に囲まれているためだろう。

エラズは人口20万程度の街だが、 観光地ではないためホテルはごく少ない。 唯一＊が付

いているBERITAN HOTEL は既に予約で就室だった。 宿泊施設が無ければここでの観測は難

しい。

エラズからシワスまでは 326km。 ユセフ氏から運転を代わったアルカン氏は最高 160km

/hで爆走（もちろん一 般道を）。 昼食時間を含めエラズから約 5時間でシワスヘ到着した。

エラズ、 シワスと西へ進んでくると、 次第に風景に緑が多くなってくる。 西の方がより雨

最が多いということな

のだろう。 資料でも西i

へ行くに従い日食の見

られる確率が低くなる。9

シワスは人口22万、

近代トルコの建国に深

く関わった街である。

アンカラとの間にトル

コ航空で毎日1便の連

絡がある。

シワスでは2m7s

の皆既時間が得られ、

アンカラや観光地カッ

パドキアからも比較的

近く、 また標高が1285

mと高くて気候も穏や シワスの街並み（シワスには多くのツアー が集中している）
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かなため、 日本を含めた各国からのツア ー が集中している。 実際、 日中の気温はエラズと

同じ25
°

C程度で、 夜は長袖でも寒いくらいだった（おそらく15
°

C前後）。

シワスについては、 現地旅行社のレポ ー トに r予約が殺到しているのを良いことに、 彼

らがとんでもない高額のホテル料金を設定し、 しかもいずれも全額前払いを要求している」

とあったので少々気になっていた。 県庁内の観光局で事情を聞いてみたところ「宿泊料金

は法律の規制を受けるため、 少なくとも観光局の管轄しているホテルでは、 そのようなこ

とは有り得ない。」という回答だった。 我々が泊まったSIVAS BOYOK OTELも既に予約で協

室であり、 これから程度の良いホテルを確保するのはかなり困難と考えられる。 そのため、

シワス大学の宿泊施設などを開放することも検討されているようである。 観測地としては

シワス大学のキャンパス（市中心から南へ15km)敷地が提案されている。 そこでは大学の

いろいろな施設が徒歩圏内にあって利用できるということである。

6. さ いごに

シワスからは10:00発のトルコ航空機でアンカラ経由イスタンプー ルヘ向かうはずだっ

たが、 何とオ ーバープッキングで乗れず。 急速、 アンカラまで437kmを車で走る事になっ

てしまった(2日間の走行距離はしめて約1000km)。 アルカン氏が飛ばしに飛ばして、 途

中昼食の時間を含めても5時間半で走破！ その夜のイスタンプー ル発ソウル行の便にな

んとか間に合うことができた。 （しかし、 お土産を買う時間も無くなった。）

移動の途中、 アンカラに近づくと空を薄い雲が覆い、 アンカラからイスタンプー ルヘの

機中では黒海沿岸に低い雲もかなり見えた。 これに対し、 トルコ東部のバッツマンからシ

ワスにかけては4日間の滞在中、 雲らしい雲は全く見かけず 100%の快晴だった。 この地

域を観測地とした場合の来年の日食観測成功を確信した次第である。 アルカン氏に来年の

再開を約して帰路に着いた。

ディアルバクル のホテル ・ キャラバンサライにて

（左から、 運転手のユセフ氏、 アルカン氏、 筆者）
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